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神田謙一町長

第21回定例会
（３月議会）
あらまし

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策
　● 正確な情報提供と基本的感染対策　● 正確な情報提供と基本的感染対策
　● 　● 関係機関との連携による円滑なワクチン接種関係機関との連携による円滑なワクチン接種

健康まちづくりの推進健康まちづくりの推進
　● 健康セルフサポート事業　● 健康セルフサポート事業
　● 保健・医療・福祉・介護連携体制の充実　● 保健・医療・福祉・介護連携体制の充実

食産業の推進食産業の推進
　● 地域内経済好循環による食産業の支援　● 地域内経済好循環による食産業の支援
　● ブラッシュアップ・新商品開発支援　● ブラッシュアップ・新商品開発支援

住まい環境の改善住まい環境の改善
　● 快適に住み続けられる住まいの改善　● 快適に住み続けられる住まいの改善
　● 　● 移住・定住の住まい確保（空き家バンクの活用）移住・定住の住まい確保（空き家バンクの活用）

 対話と協働 

『社会変化『社会変化やや課題課題にに対応』対応』

医
コロナ

食
住

新年度ビジョン2022
　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
１１
日

ま
で
の
１０
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長

施
政
方
針
演
述
、
教
育
長
教
育
行
政
演
述

の
後
、
６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
諸
課
題

に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
条

例
の
制
定
、
一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
教
育
委
員
の
任
命
、
令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
な
ど
１７
議
案
と
請
願
１
件
、

発
委
３
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••　

町
長
の
施
政
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
働
き
方
や
暮
ら
し

が
変
化
す
る
中
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
に
取
り
組
み
、
従
来
の
行
財
政
運

営
の
仕
組
み
や
業
務
の
進
め
方
を
変
革
し
、
社
会
の
変

化
や
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
を
目
指
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
食
産
業
推
進
、
住

ま
い
環
境
改
善
な
ど
各
主
要
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
し
い
発
想
で
、
一
町
民
と
し
て
の
視
点
を
も
っ
て

新
時
代
に
対
応
す
る
施
策
を
着
実
に
進
め
、
こ
れ
か
ら

の
住
田
町
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

■
ひ
と
／
人
口
対
策

　
◇
結
婚
・
子
育
て
へ
の
支
援

　
◇
教
育
環
境
の
整
備

■
ま
ち
／
生
活
環
境
対
策

　
◇
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

■
し
ご
と
／
所
得
対
策

　
◇
農
林
・
商
工
業
の
振
興

　
◇
観
光
産
業
の
振
興
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注目目玉注目目玉

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

事業
令和令和４４年度年度予算予算

　３月議会では、予算審査特別委員会で予算案を審
議し可決しました。（関連記事は４～７ページに掲載）
　その中で、議会が注目した事業を紹介します。

【
教
育
の
分
野
】

●�
高
校
と
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
、
引
き
続
き
住
田

高
校
魅
力
化
事
業
に
取
り

組
む
。

●�

町
独
自
の
新
教
科
「
地
域

創
造
学
」
の
研
究
開
発
に

引
き
続
き
取
り
組
み
、
そ

の
学
び
を
深
め
る
。

【
働
き
方
分
野
】

●�

住
民
と
地
域
外
人
材
の

「
学
び
と
働
く
場
の
機
会
」

を
創
出
す
る
「
仕
事
・
学
び

の
場
創
出
事
業
」を
推
進
。

『
仕
事
・
学
び
の
場

　
　
　
　
創
出
事
業
』

　
　
設
置
場
所
は
。

　

�　

応
急
仮
設
住
宅
本
町
団

地
の
跡
地
を
活
用
す
る
。

　
　
事
業
内
容
は
。

　

�　

①
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
講

座
の
開
催
等
が
可
能
な

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
、
②
家
族
向
け
の
宿
泊

体
験
・
滞
在
棟
、
③
木
造

仮
設
住
宅
１
棟
を
完
全
再

現
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
の
講
座
の

開
催
。
Ｉ
Ｔ
体
験
講
座
の

開
催
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
く
。

　
　
管
理
・
運
営
は
。

　

�　

一
定
程
度
の
知
識
を

持
っ
た
人
材
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
採
用
。

　
　
誘
客
方
法
は
。

　

�　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
整

備
し
積
極
的
な
誘
客
を
図

る
。

【
情
報
の
分
野
】

●�

行
財
政
運
営
の
仕
組
み
や

業
務
の
進
め
方
を
変
革
す

る
と
共
に
、
社
会
の
変
化

や
課
題
に
的
確
に
対
応
で

き
る
組
織
を
目
指
す
。
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を

推
進
。

【
健
康
の
分
野
】

●�

町
内
の
医
療
機
関
や
介
護

施
設
に
対
す
る
看
護
師
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
。

【
安
全
の
分
野
】

●
消
防
防
災
施
設
整
備

　

�

大
股
・
中
埣
地
区
の
消
防

車
両
の
更
新
。

●
防
災
対
策

　

�
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

社
会
体
育
館
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
網
戸

を
整
備
。

QAQA

QAQA

学
び
と
働
く
場
の
機
会
を
創
出

学
び
と
働
く
場
の
機
会
を
創
出

未
来
を
担
う
人
材
育
成

　

住
民
交
流
拠
点
施
設
（
ま

ち
家
世
田
米
駅
）
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
に
は
、「
一

般
社
団
法
人SU

M
IC
A

」
の

指
定
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

委
託
指
定
期
間
は
、
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
３１
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
応
募
状
況

は
、
１
団
体
の
み
で
、
審
議

の
結
果
、
指
定
管
理
者
と
し

て
適
当
と
認
め
た
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者

に
同
意

住民交流拠点施設
　　　　まち家世田米駅

★★

議案21号

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

公
の
施
設
の
管
理
・
運

営
を
、
株
式
会
社
を
は
じ

め
と
し
た
営
利
企
業
・
財

団
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
包

括
的
に
代
行
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

新
し
い

新
し
い

新
し
い

新
し
い

新
し
い

新
し
い

関係人口創出の拠点づくり！関係人口創出の拠点づくり！
「仕事・学びの場」創出事業　1460万円「仕事・学びの場」創出事業　1460万円

　関連予算として、ＩＴ体験講座実施事業、地域おこし協力隊設置事業が盛　関連予算として、ＩＴ体験講座実施事業、地域おこし協力隊設置事業が盛
り込まれました。令和４年度内の施設完成と運用開始を予定しています。り込まれました。令和４年度内の施設完成と運用開始を予定しています。

新年度　住民協働予算　一般会計46億円

令和４年度　各会計予算の前年度との比較
区　　分 令和４年度 前年度 伸び率

一般会計 46億円 48億5000万円 △ 5.2％

特別
会計

国民健康保険 6億3973万円 6億3964万円 0％
介護保険（保険・サービス） 9億9944万円 10億2404万円 △ 2.4％
後期高齢者医療 8994万円 7909万円 13.7％

企業
会計

簡易水道事業（支出予算） 2億3959万円 2億8501万円 △ 15.9％
下水道事業（支出予算） 1億8298万円 1億8941万円 △ 3.4％

合　　　計 67億5168万円 70億6719万円 △ 4.5％

自主

財
源

依
存

財
源

支出収入
（歳出）（歳入）

46億円46億円

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

自主財源
町が自力で
収入できるお金

総務費
7億2599万円
（15.8％）

民生費
10億5053万円
（22.8％）

教育費
4億7797万円
（10.4％）

農林業・商工費
5億5279万円
（12％）

国庫・県支出金
5億3247万円
（11.6％）

公債費
6億7094万円
（14.6％）

衛生費
4億1210万円（9％）

消防費
2億3901万円（5.2％）

12億1841万円
（26.5％）

33億8159万円
（73.5％）

諸支出金・予備費
2867万円（0.6％）

町債
3億3920万円
（7.4％）

地方消費税
交付金等
1億8992万円
（4.1％）

議会費
7205万円（1.6％）

町税
4億6593万円
（10.1％）

繰入金
4億5595万円（9.9％）

使用料・手数料
8963万円（2％）

分担金・負担金等
1億4845万円
（3.2％）

財産収入
5845万円（1.3％）

土木費
3億6995万円（8％）

地方交付税
23億2000万円
（50.4％）

時
代
時
代

発
想
発
想

住
田
住
田
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ふるさと納税寄付金額と寄付件数
寄付金額

29年度 30年度 令和元年度 2年度28年度
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

（万円）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

（件）

寄付件数

1595万円

85件

1961万5千円

177件

2444万円

485件

3396万7千円
1330件

906万2千円

70件

予
算
審
査
特
別
委
員
会

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
て

ふ
る
さ
と

納
税

滝観洞再開発プロジェクト第一弾！
滝観洞観光センター整備事業　795万円
　滝観洞観光センター受付棟を解体し、新築工事への準備を
進めます。人が集い、やすらぎを感じる新施設が提案されて
います。

耕畜連携の発展を目指す！
飼料作物実証試験事業　27万円
　種山で新たに生産される鶏糞ペレット堆肥を活用
し、飼料用米や子実トウモロコシの生産試験に取り組
みます。

　

故
郷
へ
の
貢
献
や
応
援
し

た
い
自
治
体
を
選
ん
で
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」。当
町
で
も
受
入 

数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
２
年
度
に
は
寄
付
件
数

１
３
３
０
件
、
寄
付
総
額

３
３
９
６
万
７
０
０
０
円
の

過
去
最
高
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

町
の
財
政
運
営
を
支
え
、
地

域
の
産
業
振
興
を
後
押
し
す

る
た
め
に
も
、
制
度
の
さ
ら

な
る
利
用
促
進
と
返
礼
品
の

充
実
や
住
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
普
及
推

進
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

 

〇
町
の
主
な
取
り
組
み 

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
受
付
窓
口
）
設
置
管
理

①
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

②
Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

③
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税

④
さ
と
ふ
る

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

・
寄
付
者
へ
の
返
礼
品
手
配

（
お
礼
状
、
返
礼
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
同
梱
）

・
町
内
産
品
の
返
礼
品
登
録
と
新
規
募
集

・
町
内
特
産
品
の
開
発

（
特
産
品
開
発
事
業
費
補
助
金
）

 

〇
新
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み 

　

本
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

専
門
事
業
者
へ
支
援
を
依
頼
し
ま
す
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

工
夫
や
魅
力
化
を
図
り
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
加
速
さ
せ
返
礼
品
の

さ
ら
な
る
充
実
と
新
規
開
拓
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
支
援
業
務
委
託
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
支
援
業
務
委
託
事
業
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
町
道
と
し
て
利
用
し
て

い
る
土
地
で
、
所
有
権
が
町

に
な
っ
て
い
な
い
箇
所
の
状

況
と
、
そ
の
所
有
権
整
理
を

ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

そ
の
都
度
個
別
に
対
応

し
て
お
り
、
全
体
の
件
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
と

も
土
地
所
有
・
登
記
に
つ
い

て
は
重
要
な
案
件
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

　
　
飲
食
業
や
旅
館
業
な
ど

へ
の
町
独
自
の
支
援
は
。

　
　

飲
食
店
を
住
田
テ
レ
ビ

で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
す
み
チ
ケ
、

す
み
チ
ケ
未
来
、
す
み
チ
ケ
プ

ラ
ス
の
発
行
、
県
や
国
の
制
度

で
対
象
外
と
な
る
事
業
者
へ

の
支
援
な
ど
、
町
独
自
の
経

済
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
社
会
背
景
を
見
て
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

　
　
町
内
私
有
林
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ

森
林
認
証
の
加
入
状
況
は
。

　
　

持
続
可
能
な
「
適
切
な

森
林
管
理
」
を
認
証
す
る
国

際
的
な
制
度
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ

森
林
認
証
の
加
入
状
況
は
、

町
内
私
有
林
の
半
分
程
度
の

５
２
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
組
合

と
連
携
し
な
が
ら
啓
発
を
し

て
い
き
た
い
。

問答

　
　
気
仙
管
内
住
民
と
医
療

機
関
等
と
の
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
未
来
か

な
え
ネ
ッ
ト
」
の
加
入
率
と

加
入
促
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　

住
田
町
は
46
・
０
％
、

大
船
渡
市
は
15
・
４
％
、
陸
前

高
田
市
は
19
・
６
％
で
あ
る
。

申
込
書
の
町
内
配
布
や
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
で
の
加
入
促

進
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
。

問答

町
民
目
線
を
大
切
に

各
分
野
を
徹
底
質
疑

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
及
び
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
予
算
、
簡
易

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
３
月
７
日
か
ら
９
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・

高
橋
靖
議
員
）
で
審
議
し
ま
し
た
。
委
員
の
発
言
か
ら
、

い
く
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
討
論
で
は
、
反
対
２
名
、
賛
成
１
名
が
あ
り
、
採
決
で

は
全
予
算
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

町
道
の
整
備

経
済
対
策

森
林
認
証

未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト

菊池　孝委員

林﨑幸正委員

阿部祐一委員

村上　薫委員

委員長
高橋　靖委員

副委員長
荻原　勝委員

長
期
の
安
全
性

　
　
　
　
不
明

水
野
正
勝 

委
員

　

５
歳
～
11
歳
を
対
象
に

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
小
児
接
種
に
関
わ
る

予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。
健
康

な
子
ど
も
に
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
意

義
と
必
要
性
は
無
く
、
中

長
期
的
な
安
全
性
も
い
ま

だ
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。

「
仕
事
・
学
び
の

場
事
業
」に
反
対

村
上
　
薫 

委
員

　
「
仕
事
・
学
び
の
場
創

出
事
業
」
が
含
ま
れ
て
い

る
当
初
予
算
に
反
対
す

る
。
理
由
は
①
重
要
な
案

件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い

な
い
。
②
収
支
計
画
は
国

の
交
付
税
措
置
を
あ
て
に

し
た
も
の
で
、
厳
し
い
現

実
を
直
視
し
て
い
な
い
。

反
対
討
論
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
「
空
き
家
等
対
策
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。「
危

険
空
き
家
」が
見
ら
れ
る
が
、

行
政
執
行
に
よ
る
解
体
な
ど

検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

実
態
は
把
握
し
て
い

る
。
写
真
で
問
題
箇
所
を
指

摘
し
、
適
正
管
理
を
促
し
て

い
る
。「
特
定
空
き
家
」
を

含
め
、
対
策
協
議
会
で
対
応

を
協
議
し
て
い
く
。

問答

　
　
東
日
本
大
震
災
の
際
に

影
響
を
受
け
た
放
射
性
物
質

を
含
む
牧
草
の
処
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

現
在
、
種
山
の
町
有
草

地
で
１
２
２
・
６
ｔ
を
管
理

し
て
い
る
。
１
０
０
ベ
ク
レ

ル
以
下
な
ら
一
般
廃
棄
物
と

し
て
県
内
焼
却
施
設
で
処
理

で
き
る
。
今
夏
か
ら
秋
に
か

け
処
理
を
計
画
し
て
い
る
。

問答

　
　
住
民
交
流
施
設
「
ま
ち

家
世
田
米
駅
」
の
運
営
や
利

活
用
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
が
、

商
店
街
の
活
性
化
や
町
内
外

と
の
人
的
交
流
と
い
う
目
的

に
沿
っ
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
い

る
。未
改
修
の
土
蔵
３
棟
は
、

安
全
対
策
を
含
め
今
後
の
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

　
　
今
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

準
備
室
や
協
議
会
を
作

り
、
岩
手
と
宮
城
の
各
自
治

体
が
事
業
推
進
を
し
て
き
た
。

文
科
省
と
世
界
的
な
委
員
会

の
や
り
と
り
の
中
で
未
だ
進

捗
が
無
い
の
は
残
念
。
誘
致

効
果
を
踏
ま
え
、
他
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問答

問　
国
指
定
を
受
け
た
栗
木

鉄
山
跡
の
整
備
事
業
は
。

　
　

後
世
に
残
す
こ
と
を
主

眼
に
整
備
す
る
。
ま
ず
は
現

状
維
持
の
草
刈
り
な
ど
の
周

辺
環
境
整
備
と
な
る
。
近
く

に
来
て
も
栗
木
鉄
山
跡
が
分

か
り
ず
ら
い
と
い
う
声
が
あ

り
、
看
板
の
設
置
等
工
夫
し

た
い
。
地
域
創
造
学
の
学
習

で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問答

△　�平成28年にオープンした「まち家世
田米駅」。歴史的な木造建築物や土蔵
群は、平成29年に国登録の有形文化
財に指定。有効活用が課題

△　�新型コロナの影響を受けた町内事業者
の売り上げ回復へ。すみたテレビによ
るCM放映に全額補助

△　�産業遺産としての長年の調査・保存活
動が実り、昨年10月に正式に国指定
史跡となった「栗木鉄山跡」

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

空
き
家
対
策

牧
草
の
処
理

ま
ち
家
世
田
米
駅

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致

栗
木
鉄
山
跡

佐々木春一委員

佐々木信一委員

佐々木初雄委員

荻原　勝委員

水野正勝委員

賛
成
討
論

意
欲
あ
る
予
算

　
　
　
を
評
価

阿
部
祐
一 

委
員

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で

の
予
防
ワ
ク
チ
ン
対
策
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

に
よ
る
仕
事
・
学
び
の
場

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
観
光
推

進
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

に
よ
る
森
林
管
理
、
幼
小

中
高
で
の
地
域
創
造
学
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
予

算
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

支
え
合
う
共
生
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
、
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
や
空
き
家
対

策
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
住
民
の
福
祉
政
策
の

実
現
を
目
指
す
意
欲
あ
る

予
算
編
成
と
評
価
す
る
。
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条例制定
こんなことが決まりました

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
を

基
金
に
積
み
立
て
る
場
合
は
、
当
該
基
金
の

設
置
目
的
が
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
た

事
業
の
実
施
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
基
金
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　
基
金
設
置
の
目
的
は
。

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金

を
適
正
に
管
理
し
、
住
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
計
画
の
事
業
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

QA

再生可能エネルギー活用基金条例
　

合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
住
田

遠
野
が
住
田
町
（
下
有
住
字
奥
火
の

土
）
と
遠
野
市
の
境
で
風
力
発
電
所

を
建
設
中
。
風
力
発
電
事
業
で
得
ら

れ
る
売
電
収
益
の
一
部
を
地
域
の
農

林
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
に

対
し
て
寄
附
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

基
金
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　
寄
付
金
の
使
途
は
。

　
　
農
林
業
の
発
展
に
資
す
る
取
り

組
み
等
に
活
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

QA

認
可
地
縁
団
体

　
　
印
鑑
条
例

　
　

地
縁
に
よ
る
団
体
と
は
。

　
　

自
治
公
民
館
や
町
内
会

の
よ
う
に
一
定
の
区
域
に
住

所
を
有
し
て
い
れ
ば
、
誰
で

も
構
成
員
に
な
れ
る
団
体
は

地
縁
に
よ
る
団
体
と
い
え
ま

す
。

　
　

法
人
格
取
得
で
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
自
治
会
や

町
内
会
に
は
法
人
格
が
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
土
地
や
建

物
な
ど
の
不
動
産
を
所
有
し

て
い
て
も
団
体
名
で
登
記
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処

す
る
た
め
、
法
人
格
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
体
名

で
不
動
産
等
の
登
記
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
認
可
地
縁
団
体
の
代
表
者

等
に
係
る
印
鑑
（
認
可
地
縁

団
体
印
鑑
）
の
登
録
及
び
証

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

QAQA

△　�自治公民館も認可地縁団体として法
人格が取得できる

△　風力発電の基礎工事が進む下有住字奥火の土地内 △　企業版ふるさと納税の制度概要を紹介する住田町ホームページ

議 案 審 議

議案13号

議案15号
議案16号

まち・ひと・しごと創生推進基金条例

※
不
動
産
と
は

　

土
地
お
よ
び
建
物
に
関

す
る
権
利
の
ほ
か
、
立
木

の
所
有
権
、
抵
当
権
、
登

録
を
要
す
る
金
融
資
産
も

含
み
ま
す
。
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補正予算
令和３年度

辺
地
に
係
る

総
合
整
備

計
画
を
変
更

　

津
付
辺
地
（
種
山
ヶ
原
）

内
に
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
事
業
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
建
設
事

業
財
源
と
し
て
辺
地
対
策
事

業
債
を
活
用
す
る
た
め
、
計

画
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

区　　　　分 金　　額
高圧受変電設備内機器交換事業 ４１４万円
住民交流拠点施設整備事業 ３７６万円
仕事・学びの場創出事業 １億６３５万円
地域情報通信基盤施設放送機器更新事業 １１００万円
地域情報通信基盤施設支障移転事業 ５５０万円
住民情報システム改修事業 １９０万円
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 ３３２６万円
応急仮設住宅解体等事業 ７６６３万円
移動系無線設備更新事業 ４２５万円
防災行政無線修繕事業 ９６万円

※繰越明許費とは
　何らかの事情で、その年度内に支出が終わ
らないと見込まれるものを、議会の議決を経
て翌年度に繰り越して支出ができることです。

人事案件に同意

２億4775万円の
繰越明許費

津付辺地総合整備計画の変更内容
施設名：観光・レクリエーション施設

⑴ 事業内容
　 種山ヶ原水道施設整備事業

事業費　　　　　　：７５３９万円
辺地対策事業債予定額：７５３０万円

⑵ 事業内容
　 種山ヶ原森林公園木道等
　 整備事業

事業費　　　　　　：　９７７万円
辺地対策事業債予定額：　５８０万円

△　�耐震診断が実施される住民交
流拠点施設土蔵群

△　�安全な水を確保するために水
道施設を整備します。写真は
水源地の様子

小
お

野
の

 香
か

江
え

さん（新任）
任期：令和４年４月１日
　　　～令和８年３月 31 日
住所：住田町世田米字世田米駅

［教育委員］
任期満了に伴う教育委員
１名の任命に同意しま
した。

議案22号

議案７号
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件　　　名 請願者の住所・氏名 紹介議員 付託常任委員会 審査の結果

請願第４号　再審法（刑事訴訟法
の再審規定）の改定を求める意見
書提出を求める請願

大船渡市末崎町神坂４０-4
日本国民救援会気仙支部
支部長　野里　征彦

佐々木春一 総務教民常任
委員会

採択すべきもの
と決定

請願第５号　感染症対策としての
ワクチン接種の政策評価・公表等
の請願

住田町上有住字中沢７０-1
新型コロナを学ぶ会
佐々木　公一

水野　正勝 総務教民常任
委員会

結論を得るに
いたらず、閉会
中の継続審査

議　　　　案

水
野　
正
勝

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

菅
野　
浩
正

瀧
本　
正
德

議
決
結
果

議案第１号　令和４年度住田町
一般会計予算 × 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 欠 － 可決

議案第７号　令和３年度住田町
一般会計補正予算（第８号） × 〇 〇 × 〇 × 欠 × 〇 〇 欠 － 可決

議案第15号　住田町まち・ひと・
しごと創生推進基金条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 欠 － 可決

発委第２号　「水田活用の直接
支払交付金」の見直しの中止を
求める意見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 欠 － 可決

請願のゆくえ

議員発議　３件

◯：賛成　×：反対　欠：欠席
議長は採決に加わりません賛否が分かれた議案採決状況一覧

件　
　

名

発委第１号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）
の改定を求める意見書

発委第２号
「水田活用の直接支払交付金」の
見直しの中止を求める意見書

発委第３号
ロシアのウクライナ侵攻に対する
抗議決議

提
出
者

総務教民常任委員会
委員長　高橋　靖

産業経済常任委員会
委員長　阿部　祐一

議会運営委員会
委員長　佐々木　春一

提　

案　

要　

旨

　えん罪被害者を一刻も早く救
済するため、①再審請求手続き
における全面的な証拠開示を制
度化すること。②再審開始決定
に対する検察官の不服申し立て
ができないように制度を改正す
ること。について刑事訴訟法を
速やかに改正するように要望す
る。

　令和４年度から「水田活用の
直接支払交付金」を見直すこと
を発表した。長年、減反に協力
してきた農家を交付金の対象か
ら排除することは、転作に協力
してきた農家への打撃は計り知
れず、遊休荒廃地が増え、条件
不利地の離農を促進するもので
ある。「水田活用の直接支払交付
金」の見直しを行わないことを
強く要望する。

　住田町は、「非核と平和のまち
宣言」を制定し、世界の恒久平
和の実現を希求している。
　本議会は、ロシアに対し、軍
による攻撃やウクライナの主権
侵害、核兵器の使用を示唆する
発言に断固として抗議するとと
もに、軍を即時撤退させるよう、
国際法に基づく誠意を持った対
応を強く求める。

採　

決
全員賛成 賛成 9　　反対１ 全員賛成

国に意見書
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町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問
3月議会

新型コロナ、農林畜産新型コロナ、農林畜産
働き方改革働き方改革などでなどで論戦論戦

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

ページ 質  問  者
（登壇順） 質問項目

12 荻
おぎわら

原　　勝
まさる

①　新型コロナ感染症長期化への対応

13 林
はやし

﨑
ざき

　幸
さちまさ

正
①　公共事業等における労働力の確保
②　東日本大震災後方支援の総括
③　森林・林業日本一の総括と今後の展望
④　住田高校の生徒数確保

14 水
みず

野
の

　正
まさかつ

勝 ①　新型コロナウイルス感染症対策
②　大家畜診療における獣医療提供体制

15 佐
さ さ き

々木春
はるかず

一

①　�新型コロナウイルス感染症第６波の急
拡大から住民の健康と命、暮らしを守
ること

②　�「水田活用の直接支払交付金」の見直
しへの対応

③　子どもたちを取り巻く教育環境整備

16 村
むらかみ

上　　薫
かおる ①　町職員の働き方改革と人材育成

②　健康まちづくりの推進
③　デジタル変革（ＤＸ）への対応

17 佐
さ さ き

々木信
しんいち

一 ①　環境保全型農業の推進

６
人
の
議
員
が
質
問

　なお、全文記録（議事録）は、５月中旬から役場庁舎２階の総
務課と町のホームページ上で閲覧できます。
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議員のつぶやき

ニート・ひきこもり対応
では「いちのせき若者

サポートステーション」と
「おおふなとルーム」も

あります。

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

議員

△　�新型コロナ感染症の影響を受けずに実
施されてほしい総合防災訓練

（写真は令和元年度）

町
の
考
え
を
問
う

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
長
期
化
し
て
い

る
。高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル（
健

康
な
状
態
か
ら
心
身
の
能
力

が
低
下
す
る
こ
と
）
対
策
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
町
長

　

高
齢
者
フ
レ
イ
ル
対
策
で

は
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な

が
ら
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
当
初
予
定

し
て
い
た
開
催
回
数
を
実
施

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
分

は
、
担
当
職
員
が
電
話
で
利

用
者
の
健
康
把
握
に
努
め
て

い
る
。

　

今
後
は
、
本
年
１
月
に
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
に
実
施
し

た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調

査
を
も
と
に
介
護
や
フ
レ
イ

問答

ル
が
心
配
さ
れ
る
方
の
個
別

支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
自

宅
で
も
で
き
る
運
動
な
ど
の

啓
発
活
動
を
、
広
報
す
み
た

や
住
田
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て

引
き
続
き
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り

な
ど
へ
の
対
策
は
。

　
　
町
長

　

家
族
や
民
生
委
員
か
ら
の

相
談
に
は
、
保
健
師
な
ど
が

対
応
し
て
い
る
。
社
会
福
祉

士
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

と
関
係
機
関
が
連
携
し
支
援

を
行
う
「
岩
手
県
ひ
き
こ
も

り
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
本
年

１
月
開
設
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ひ
き
こ
も
り
ボ
イ
ス
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
紹

介
を
通
じ
て
個
々
に
合
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
今
後
、
４
回
目
以
降
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
場

合
、
飲
食
業
や
理
容
業
な
ど

の
従
事
者
に
も
優
先
接
種
の

対
象
を
広
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
町
長

　

接
種
順
位
は
、
医
療
従
事

者
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
、
高
齢
者
施
設
の

従
事
者
、
そ
れ
以
外
の
順
で

あ
る
。３
回
目
の
接
種
で
は
、

感
染
状
況
を
考
慮
し
、
保
育

施
設
と
学
校
の
教
職
員
も
優

先
接
種
対
象
と
し
た
。

　

接
客
を
要
す
る
業
種
の

方
々
へ
の
優
先
接
種
は
、
感

染
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

を
図
っ
て
い
く
。
県
の
集
団

接
種
会
場
な
ど
で
の
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
に

接
種
券
を
郵
送
し
て
い
る
。

問答

　
　
県
の
総
合
防
災
訓
練
を

町
内
で
実
施
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
住
民

主
体
の
さ
ら
な
る
防
災
体
制

の
強
化
に
ど
う
取
り
組
む
考

え
か
。

　
　
町
長

　

本
年
１０
月
下
旬
に
開
催
予

定
の
令
和
４
年
度
岩
手
県
総

合
防
災
訓
練
は
、
感
染
防
止

対
策
に
留
意
し
、
風
水
害
と

地
震
を
想
定
し
た
住
民
避
難

問答

訓
練
、
沿
岸
津
波
に
よ
る
広

域
避
難
受
け
入
れ
訓
練
な
ど

を
行
う
。

　

突
発
的
で
激
甚
な
災
害
に

対
し
行
政
主
導
で
は
限
界
が

あ
る
。
地
域
に
重
心
を
移
し
、

行
政
が
支
援
す
る
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
さ
ら
な
る

体
制
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
の

役
割
を
明
確
に
し
、
住
民
避

難
対
策
の
充
実
を
図
り
た
い
。

問 高齢者のフレイル対策は
答 心配な方を個別支援

問
住
民
主
体
の
防
災
強
化
を

答
自
主
防
と
消
防
団
に
役
割
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議員のつぶやき

林
はやし

﨑
ざき

　幸
さち

正
まさ

議員

住田高校の支援策を
生かした

生徒数の確保を願う。

△　�１戸建て木造仮設住宅は、木のまち住
田の役割を果たした

町
の
考
え
を
問
う

　
　
仮
設
住
宅
建
設
の
意
義

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長

　

陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市

が
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
想
像
を
絶
す

る
被
害
状
況
や
一
刻
も
早
く

被
災
者
の
生
活
を
支
援
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

　

震
災
直
後
に
一
戸
建
て
の

木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
木
造

仮
設
住
宅
を
３
団
地
９３
戸
整

備
し
た
。
約
１０
年
間
後
方
支

援
の
役
目
を
果
た
し
て
き

た
。

問答

　
　
住
田
高
校
の
存
続
に
は

町
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て

き
た
。
来
年
度
の
志
願
者
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　

住
田
高
校
の
出
願
状
況
は

募
集
人
員
４０
名
に
対
し
志
願

者
は
１７
名
で
大
変
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
前
年
度
に

比
べ
本
町
３
年
生
２２
名
の
減

少
が
原
因
と
捉
え
る
。

　
　
今
後
の
取
り
組
み
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　

生
徒
募
集
で
は
、
毎
年
募

集
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
き
た
。

気
仙
管
内
及
び
釜
石
、
遠
野

問答問答

　
　
仮
設
住
宅
建
設
に
係
る

収
支
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長

　

仮
設
住
宅
や
団
地
の
整
備

の
費
用
は
、
約
３
億
４
３
０

０
万
円
で
あ
る
。
国
の
災
害

救
助
法
の
適
用
を
受
け
ず
、

単
独
で
本
町
が
負
担
し
整
備

し
た
。

　

仮
設
住
宅
の
建
設
に

は
、
本
町
の
後
方
支
援
の
取

り
組
み
に
賛
同
を
い
た
だ

い
た
団
体
な
ど
か
ら
、
約

２
億
３
０
０
０
万
円
の
寄
付

を
受
け
て
い
る
。

問答

　
　
こ
れ
ま
で
の
町
支
援
を

総
括
し
、
今
後
の
防
災
対
策

に
ど
う
生
か
す
か
。

　
　
町
長

　

震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
と
拠
点
の
提
供
、

仮
設
住
宅
建
設
に
よ
る
被
災

者
の
受
け
入
れ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
支
援
な
ど
に
よ

り
、
町
内
外
の
多
く
の
方
々

と
絆
を
深
め
ら
れ
た
。
こ
の

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
町
内
で

の
災
害
発
生
時
や
、
避
難
が

必
要
な
際
に
生
か
し
た
い
。

問答

地
区
の
各
中
学
校
を
住
田
高

校
長
と
訪
問
を
行
い
、
住
田

高
校
の
魅
力
支
援
策
を
説
明

し
て
い
る
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
、
多
様
な
出
会
い

の
場
、地
域
創
造
学
の
充
実
、

持
続
可
能
な
事
業
の
推
進
を

柱
に
「
住
田
高
校
魅
力
化
構

想
」
を
策
定
し
た
。
来
年
度

の
定
員
確
保
を
目
指
す
。

労
働
力
の
確
保
を

官
民
の
協
力
必
要

　
　
公
共
事
業
の
技
術
者
な

ど
が
不
足
し
て
い
る
。
労
働

力
の
確
保
に
向
け
て
具
体
的

な
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

　
　
町
長

　

建
設
業
な
ど
後
継
者
の
確

保
と
世
代
交
代
の
た
め
の
技

術
の
継
承
が
必
要
で
あ
る
。

若
い
世
代
か
ら
広
く
職
業
の

選
択
対
象
と
な
る
よ
う
に
労

働
条
件
の
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
行
政
と
民
間
で
の

協
力
体
制
に
取
り
組
む
。

問答

問
震
災
支
援
の
総
括
は

答
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

問 住高の生徒確保せよ
答 さらなる魅力づくりを
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水
みず

野
の

　正
まさ

勝
かつ

議員

△　�厚生労働省による小児への新型コロナ
ワクチン接種についての案内文書

議員のつぶやき

コロナワクチンは、
現在も臨床試験中です。
第10版添付文書には
情報収集中である。
と書かれています。

町
の
考
え
を
問
う

　
　

感
染
予
防
対
策
の
柱
と

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
成
果
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

町
長

　

町
内
約
９
割
の
方
が
２
回

目
の
接
種
を
終
え
て
お
り
、

集
団
免
疫
を
獲
得
し
た
こ
と

に
よ
る
発
症
予
防
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
評
価
し
て
い

る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
副
作
用
や
関
連
性
が

疑
わ
れ
る
死
亡
例
や
重
篤
症

状
な
ど
町
が
捉
え
る
現
状
は
。

　
　

町
長

　

医
療
機
関
か
ら
の
副
反
応

疑
い
報
告
は
、
約
６
６
６
６

人
に
一
人
の
割
合
と
な
っ
て

い
る
。
４
８
０
件
が
健
康
被

問答問答

害
救
済
制
度
で
認
定
さ
れ
て

お
り
、
副
反
応
は
非
常
に
低

い
割
合
。
死
亡
例
も
無
い
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

５
才
か
ら
１１
才
へ
の
児

童
生
徒
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を

十
分
に
町
民
へ
提
供
し
、
慎

重
に
慎
重
を
重
ね
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

　
　

町
長

　

厚
労
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
お
子
さ
ん
で
も
ご
理
解
で

き
る
県
独
自
の
案
内
も
同
封

し
通
知
予
定
。
内
容
を
ご
確

認
の
上
、
各
家
庭
で
接
種
の

可
否
を
決
め
て
い
た
だ
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町
内

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

追
加
支
援
策
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

町
長

　

商
工
会
等
と
連
携
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
各

事
業
所
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
経
済
情
勢
の
把
握
に

努
め
適
期
に
適
切
な
支
援
策

が
取
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答問答

　
　

本
町
を
含
め
た
沿
岸
南

部
５
市
町
に
お
い
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
岩
手
の
家
畜
診
療
所
に

よ
る
大
家
畜
診
療
が
、
令
和

６
年
４
月
以
降
停
止
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
診
療
業
務

停
止
決
定
に
至
っ
た
背
景
は
。

　
　

町
長

　

本
町
に
お
け
る
大
家
畜
診

療
は
、
平
成
１６
年
よ
り
農
業

共
済
組
合
が
診
療
業
務
を
展

開
し
て
き
た
が
、
平
成
30
年

度
に
国
の
家
畜
共
済
制
度
改

正
に
よ
り
家
畜
診
療
所
部
門

が
独
立
採
算
化
さ
れ
、
経
営

悪
化
に
よ
り
現
在
の
獣
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら

な
る
統
廃
合
や
業
務
内
容
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
迫
ら
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

問答

　
　

町
内
の
大
家
畜
診
療
に

お
い
て
獣
医
療
提
供
体
制
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な

さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

　
　

町
長

　

町
と
し
て
は
、
岩
手
県
に

対
し
地
域
の
実
情
に
即
し
た

獣
医
療
提
供
体
制
が
維
持
継

続
で
き
、
体
制
が
強
化
さ
れ

る
よ
う
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
１
月
に
は
沿
岸
広
域

振
興
局
の
呼
び
か
け
に
よ
り

５
市
町
を
は
じ
め
関
係
機
関

を
含
め
た
情
報
交
換
や
今
後

の
対
応
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
問
題
は
本
町
だ
け
で

解
決
で
き
る
内
容
で
は
な
く

広
域
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
県
と
連
携
し
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

問 子ども接種は慎重に
答 各家庭で可否を判断

問
家
畜
診
療
対
策
は

答
広
域
で
検
討
必
要
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議員のつぶやき

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

議員

長年、
減反に協力してきた

農家を交付金の対象から
排除することは、

机上の空論だけで
農家のことを真剣に考えて

いるとは思えない。

△　�新型コロナウイルス感染が広がる中での３回目ワクチン接種

制度見直しの主な内容
①�令和４年から５年間、水張り

が行われない農地は対象外
②�多年生牧草は10 アール当た

り 3.5 万円から播種しない
年は１万円に減額

③�飼料用米の複数年加算（1.2
万円）の廃止

町
の
考
え
を
問
う

　
　

第
６
波
の
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
特
性
と
対
策
は
。

　
　

町
長

　

町
内
保
育
施
設
で
の
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
事
例
で
も
わ
か

る
と
お
り
、
感
染
の
広
が
り

が
急
速
で
あ
る
。
基
本
的
な

感
染
症
対
策
を
実
施
し
、
冷

静
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
早

期
・
確
実
な
接
種
に
向
け
て

問答問

　
　

国
は
、
転
作
助
成
金
で

あ
る
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
」
の
見
直
し
を
発

表
し
た
。
本
町
農
業
へ
の
影

響
は
。

問

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
児

童
生
徒
の
不
登
校
の
状
況
は
。

　
　

教
育
長

　

不
登
校
者
数
は
、
こ
こ
数

年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
児

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
適
応

支
援
教
室
等
、
個
々
に
応
じ

た
支
援
が
望
ま
れ
る
が
本
町

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　
　

教
育
長

　

学
習
機
会
の
確
保
の
た

め
、
家
庭
訪
問
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
対
面
指

導
と
合
わ
せ
た
支
援
を
実

施
。
教
育
相
談
体
制
の
充
実

を
図
り
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細

問答問答

の
方
策
と
課
題
は
。

　
　

町
長

　

１
月
１３
日
の
医
療
従
事
者

へ
の
接
種
を
皮
切
り
に
、
高

齢
者
施
設
入
所
者
へ
接
種
。

２
月
１９
日
か
ら
は
一
般
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
集
団
接
種

を
社
会
体
育
館
で
開
始
し
、

３
月
１２
日
に
は
希
望
す
る
高

齢
者
へ
の
接
種
を
終
え
る
予

定
。
医
療
資
源
の
少
な
い
本

町
に
お
い
て
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
接

種
を
進
め
て
い
く
。

答

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
継
続

と
検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
を
。

町　
町
長

　

県
は
３
月
末
ま
で
無
料
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
継
続
す
る
。
検

査
キ
ッ
ト
は
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
に
町
で
対
応
で
き
る

よ
う
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問答

　
　

町
長

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
農

業
生
産
の
維
持
継
続
や
農
地

保
全
、
環
境
の
保
護
な
ど
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

答

金
の
果
た
す
多
面
的
な
役
割

は
大
き
い
。
現
行
制
度
の
維

持
や
国
の
方
針
見
直
し
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
、
国
や
県
に

要
望
し
て
い
く
。

や
か
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

　
　
「
学
校
再
編
」に
あ
た
っ

て
は
、
子
ど
も
本
位
の
視
点

が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

教
育
長

　

教
育
及
び
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
住
田
町
教
育
審

議
会
で
慎
重
に
審
議
を
重
ね

て
い
る
。
学
び
や
体
験
の
機

会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
良
い
か
と
い
っ
た

議
論
を
深
め
、「
第
１０
次
住

田
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
反
映
さ
せ
、
本
町
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
提
供
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問答

問
３
回
目
接
種
を
早
く

答
引
き
続
き
医
療
機
関
と
連
携

問 　　　カット撤回を
答 現行制度の維持を要望

水田転作
助　成　金

問
子
ど
も
本
位
の
教
育
環
境
を

答
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
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議員のつぶやき

職員の健康は、
重要な経営資源と

捉えるべき。

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

議員

△　�健康は活力の源、幸せの基本。「きくい
も」で生活習慣病の改善を

町
の
考
え
を
問
う

　
　

近
年
、
町
職
員
の
離
職

者
や
休
職
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
離
職
者
数
と
そ
の
理

由
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

過
去
５
年
間
に
お
い
て
定

年
退
職
者
を
除
い
た
離
職
者

数
は
、年
２
～
４
名
で
あ
る
。

希
望
職
へ
の
転
職
や
家
庭
の

事
情
等
が
主
な
理
由
。
業
務

に
起
因
す
る
離
職
は
少
な
い

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

直
近
も
含
め
町
職
員
の

採
用
状
況
は
。

　
　
総
務
課
長

　

過
去
５
年
間
で
は
、
年
平

均
５
名
を
採
用
し
て
き
た
。

新
年
度
に
お
い
て
は
、
３
年

度
退
職
者
分
は
確
保
の
見
通

し
。
募
集
し
た
土
木
技
師
や 

保
健
師
、
保
育
士
へ
の
応
募

問答問答

は
な
か
っ
た
が
、
会
計
年
度

職
員
等
で
対
応
を
し
て
い
く
。

　
　

離
職
対
策
や
魅
力
的
な

職
場
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
か
。

　
　
町
長

　

早
期
職
場
定
着
の
た
め
の

研
修
や
面
談
等
を
実
施
し
て

い
る
。
職
員
の
仕
事
と
家
庭

の
調
和
を
図
る
た
め
、
時
間

外
勤
務
の
縮
減
や
有
給
休
暇

等
の
取
得
促
進
に
取
り
組
む
。

　
　

※
メ
ン
タ
ー（
指
導
者・

助
言
者
）
制
度
を
活
用
し
、人

材
育
成
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

人
材
育
成
や
職
場
へ
の
早

期
定
着
の
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
、
導
入
の
た
め
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問答問答

　
　

町
は
保
健
福
祉
活
動
の

重
点
項
目
と
し
て
糖
尿
病
重

症
化
予
防
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、成
果
と
課
題
は
。

　
　
町
長

　

糖
尿
病
性
腎
症
患
者
の
実

態
把
握
は
、
適
正
受
診
や
内

服
支
援
、
病
状
早
期
把
握
で

個
別
に
効
果
的
な
保
健
指
導

に
繋
げ
て
い
る
。
課
題
は
、

糖
尿
病
患
者
が
減
る
傾
向
に 

な
い
こ
と
で
あ
る
。

問答

　
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
糖
尿
病
罹
患
者
数
と
割

合
、
人
工
透
析
患
者
と
そ
の

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
い

く
ら
か
か
る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

糖
尿
病
患
者
は
約
２
９
０

人
、
国
保
加
入
者
の
５
人
に

１
人
と
な
る
。
人
工
透
析
患

者
は
25
人
。
一
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
年
額
約
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

問答

　
　

血
糖
値
抑
制
効
果
の
あ

る
「
き
く
い
も
」
を
活
用
し

た
健
康
づ
く
り
が
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
。
当
町
で
も
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

町
内
で
栽
培
や
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
各
種

支
援
事
業
を
活
用
し
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
変
革

　
　

福
島
県
磐
梯
町
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
に
係
る
専
門
的
責

任
者
を
配
置
し
て
本
格
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
で

は
選
任
で
き
た
の
か
。

　
　
町
長

　

国
・
県
で
実
施
し
て
い
る

研
修
等
へ
の
参
加
や
事
業
展

開
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答問答

※
メ
ン
タ
ー
制
度

　

所
属
す
る
上
司
と
は

別
に
年
齢
や
社
歴
が
近

い
先
輩
社
員
が
、
新
入

社
員
や
若
手
社
員
を
精

神
面
な
ど
で
幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
制
度
。

問 メンター制度で人材育成
答 導入へ検討進める

問
「
き
く
い
も
」で
健
康

答
各
種
支
援
事
業
を
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議員のつぶやき

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

有機農業で
美味しい米や野菜を

作りましょう。

△　�草刈りや除草に共同で取り組んでいる事例もある
が、農地維持には人手確保が課題である

町
の
考
え
を
問
う

　
　

農
林
水
産
省
で
は
、
農

薬
の
50
%
削
減
や
化
学
肥

料
の
30
%
削
減
に
取
り
組

む
環
境
保
全
型
農
業
を
進
め

て
い
る
が
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

食
は
生
命
の
源
で
あ
る
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
よ
り
営
農
活
動
を

支
援
す
る
。

　
　

食
の
安
全
安
心
な
農
産

物
の
生
産
に
よ
る
地
域
内
消

費
の
推
進
を
し
て
は
ど
う
か
。

問答問

　
　

長
野
県
飯
島
町
で
は
、

集
落
営
農
法
人
が
兼
業
農
家

や
農
外
世
帯
な
ど
に
作
業
を

委
託
し
、
地
域
住
民
の
副
収

入
や
農
業
と
の
接
点
を
生
み

出
し
て
い
る
。
本
町
で
も
、

個
人
農
家
や
農
外
世
帯
と
の

連
携
を
図
り
、
農
業
従
事
者

を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

町
長

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進

む
本
町
に
お
い
て
農
業
後
継

者
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
特

に
畦
畔
の
草
刈
り
や
米
・
野

菜
な
ど
の
収
穫
繁
忙
期
の
人

問答

　
　

町
長

　

安
全
安
心
な
農
産
物
や
加

工
品
は
、
町
内
外
に
流
通
し

消
費
さ
れ
、
保
育
園
や
学
校

給
食
、
福
祉
施
設
等
に
食
材

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
　

有
機
農
産
物
生
産
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

町
長

　

農
業
の
持
続
的
発
展
と
多
面

的
機
能
の
発
揮
を
図
る
た
め
、

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む

農
業
者
の
支
援
に
努
め
た
い
。

答問答

　
　

２
０
３
０
年
ま
で
に
都

道
府
県
全
て
の
産
地
で
国
際

水
準
※
Ｇ
Ａ
Ｐ(

農
業
生
産

工
程
管
理)

の
実
施
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
農
業
者
へ

の
普
及
を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　

町
長

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
「
み

ど
り
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

点
検
」
が
要
件
と
な
る
。
Ｇ

Ａ
Ｐ
指
導
員
の
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
職
員
等
が
毎
年

証
拠
書
類
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
り
、
機
会
を
と
ら
え
て

農
業
者
へ
の
普
及
啓
蒙
を

図
っ
て
行
く
。

問答

手
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　

若
年
労
働
力
が
少
な
い
本

町
に
お
い
て
農
業
従
事
者
確

保
に
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
町
や
農
協
な
ど
関
係
機

関
が
連
携
し
、
仕
組
み
づ
く

り
を
ど
う
支
援
を
し
て
い
け

る
の
か
、
話
し
合
い
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

※
Ｇ
Ａ
Ｐ

　

よ
り
良
い
農
業
経
営

を
実
現
す
る
た
め
、
食

品
安
全
の
ほ
か
、
環
境

保
全
、
労
働
安
全
等
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
た
め
の
生
産
工
程
管

理
の
取
組
。

問
食
の
安
全
安
心
ど
う
進
め
る

答
環
境
保
全
型
農
業
を
支
援

問 農外世帯との連携を
答 話し合いの中で検討
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県道釜石〜県道釜石〜
住田線の改良を住田線の改良を

　
議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

県道釜石〜県道釜石〜
住田線の改良を住田線の改良を

その後

中埣工区の先行着工決定
（金の倉~中埣間）

　今の県道は道幅が狭く冬場は
凍結して大変だった。路線改良
に大きく踏み出した事はたいへ
ん嬉しく思っています。

質　問

おどし区間の抜本整備を
（金の倉～中埣間）

　台風や大雨被害により、冠水と土砂崩
れで県道が通行止めとなり、再三にわた
り五葉地区が孤立状態となった。抜本的
整備が必要である。五葉地区民からの要
望書も出ている。

紺
こ ん

野
の

  勝
か つ ろ う

郎 さん
上有住字中沢

答　弁

対県要望の
重要課題として

　県道釜石〜住田線の改良は緊急度にお
いて第一位である。「おどし区間」の改
良の必要性を強調してきた。

住
民
の
声

△　�△　�令和３年度から10年度までの計画で、金の倉～中埣工区900ｍ
の新規事業化が決定された
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一般質問その後



　
今
回
は
、
主
任
民
生
児

　
今
回
は
、
主
任
民
生
児

童
委
員
や
放
課
後
子
ど
も

童
委
員
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
な
ど
青
少
年
の
健
全

教
室
な
ど
青
少
年
の
健
全

育
成
に
精
力
的
に
取
り
組

育
成
に
精
力
的
に
取
り
組

む
、下
有
住
の
髙
橋
由
美
子

む
、下
有
住
の
髙
橋
由
美
子

さ
ん
で
す
。
本
町
の
子
育

さ
ん
で
す
。
本
町
の
子
育

て
支
援
や
社
会
の
カ
タ
チ

て
支
援
や
社
会
の
カ
タ
チ

の
あ
り
方
な
ど
へ
の
想
い

の
あ
り
方
な
ど
へ
の
想
い

を
伺
い
ま
し
た
。

を
伺
い
ま
し
た
。

上
有
住
放
課
後
子
ど

も
教
室
安
全
管
理
員

な
ど
子
供
と
の
関
わ
り
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

は
、
有
住
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
、
安

全
に
学
び
、
遊
べ
る
場
と
し

て
、
上
有
住
地
区
公
民
館
に

開
設
し
て
い
ま
す
。
季
節
ご

と
の
行
事
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
日
々
の
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
が
交
流
で
き

る
場
で
す
。
管
理
員
と
し
て

見
守
り
や
環
境
づ
く
り
等
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
サ

ポ
ー
タ
ー
を
取
得
し

ま
し
た
が
。

彩
り
豊
か
に
、
い
ろ

ん
な
幸
せ
の
カ
タ
チ

を
認
め
合
う
ー
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
講
座
を
受
講
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

男
女
問
わ
ず
、
ひ
と
り
一
人

が
考
え
、
認
め
、
支
え
合
い
、

幸
せ
の
カ
タ
チ
を
作
れ
る
よ

う
社
会
全
体
の
理
解
が
進
む

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

書
道
な
ど
の
特
技
、

趣
味
も
多
彩
で
す
が
。

書
道
や
茶
道
な
ど
尊

敬
す
る
師
匠
や
仲
間

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
長
く

続
け
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ

と
を
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と

は
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
に

も
な
り
大
事
な
時
間
で
す
。

書
道
教
室
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
次
世
代
へ
の

伝
承
に
も
取
り
組
み
た
い
で

す
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

住
田
に
は
、不
登
校
、

引
き
こ
も
り
、
障
が

い
者
の
居
場
所
が
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
住
田
の
実
現
を
望
み
ま

す
。
本
町
は
、
子
育
て
支
援

施
策
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
優
し
い
住
田
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
定
住
を
進

め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未

来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

期
待
し
ま
す
。

QAQ

AQAA

QA

子
ど
も
た
ち
の 

輝
く
未
来
に

△髙
たか

橋
はし

　由
ゆ

美
み

子
こ

  さん
（下有住字中上）

議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の６月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

６月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

令和４年３月
議会の傍聴者は

1111人人でした

本会議一般質問

△　△　放課後子ども教室を利用する有住小学校の児童放課後子ども教室を利用する有住小学校の児童

◦ 人事異動人事異動 ◦
事務局長

菅　野　享　一
（企画財政課から）

松　田　英　明
（退職）

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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編集後記編集後記 広報編集常任委員会
　　委　員　阿部祐一▼６年ぶりの広報編集委員に挑戦しています。編集作業についていくのが結構大変です。３月議会終了後一ヶ月後に発行されます。町民の皆さんのご意見をお聞かせください。▼気仙管内でもオミクロン株の感染拡大が続いています。65歳以下の予防ワクチン接種も進んでいますが、早くコロナ禍が終息に向かってほしいと思っています。▼物流コストや原油高が物価の上昇を招き、続くのが心配です。

私は、介護の仕事をしてみたいです。
理由は、お母さんがデイサービスで働いてい
るので自分も働いてみたいと思ったからです。
住田はお年寄りが多い町です。みなさんが健
康で長生きできるように、私もお手伝いがし
たいと思います。

ぼくの夢は、住田町役場で働くことです。
理由は、困っている人を助けてあげたいから
です。そして、みんなが明るく元気で暮らし
やすい町にしたいです。そのためたくさん勉
強し、積極的に支えてあげられるよう力を身
につけたいです。

明
る
く
元
気
な
町
に

健
康
で
長
生
き
を

世田米小学校６年

泉
いずみ

　　陽
はる

真
ま

（世田米字田谷）

有住小学校 6年

深
ふか

野
の

　陽
ひまり

葵
（上有住字深渡）

表紙の写真

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る

広報編集常任委員会
発行責任者　　議　　長　瀧　本　正　德
　　　　　　　委　員　長　佐々木　信　一
　　　　　　　副委員長　水　野　正　勝
　　　　　　　委　　員　菅　野　浩　正
　　　　　　　　　　　　阿　部　祐　一
　　　　　　　　　　　　佐々木　春　一
　　　　　　　　　　　　荻　原　　　勝

　４月に入り、お天気にも恵まれたこの日。有住保育
園では、ぞう組の子どもたちが、春の草花や虫探しを
楽しんでいました。「ぞう組になって何がしたい？」と
尋ねると、「クッキングが楽しみ！」「小さい子に優し
くしたい。」「みんなで縄跳びがしたいな～。」と笑顔で
話してくれました。帰り際「議会のお仕事頑張ってね！」
と笑顔で手を振ってくれた子どもたち。５人の小さな
リーダーたちの今後に期待大ですね。　　　　　　　

有住保育園
有住保育園
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